
「オーケストラと私」 第二弾

丸の内交響楽団

ヴィオラ奏者 長井鞠子さん



積極的に自分からクラシック音楽を目指した

のではありません。

6歳の時に、私にバイオリンを習わせたかった

父親が勝手に分数サイズのバイオリンを買っ

てきて、さぁ、お稽古に行くんだよ、と。

バレーと バイオリンとどっちがいい？と聞かれ、

可愛らしいチュチュを着るバレーを！と言った

のに、その意見は無視され。でも、特に嫌、と

いうこともなく、楽しくレッスンが始まりました。

クラシック音楽をはじめようと思っ
たきっかけは

指揮者の和田一樹先生と



今のオーケストラの良いところ、楽しいところ、特筆すべきところは

ソロか少人数のアンサンブルしかやったことのない私にとって管楽器も入る大音響のオーケストラは驚きであり、

また、各楽器の織りなす複雑な絡み方は本当に興味深いものでした。また団員とのおつきあいも、どこそこの

会社で、なんという肩書きを持っている人、とかいうことが全く関係のない、年代差も関係ない、純粋に音楽だけ

のお付き合いというのも新鮮でした。

昔、出張中の香港のホテルでたまたま見た日経の記事で、ニューヨークのプロオケと一緒に弾く、というコンセプト

で、アマチュアの団員を募集というのがあり、どこかオケに入りたいなぁ、と思っていた私は即座に申し込み。

でももう募集締め切りは過ぎていた！なんとか！と相当粘って、ビオラという楽器だったからか、受け付けてもらえ

ました。その後、トヨタ自動車主催で募集された「アフターファイブコンサート」の経験者たちが母体になり、

丸の内交響楽団となり、その団員として今に至っています。

丸の内交響楽団に入団したきっかけは



今の楽器に取り組もうと思った
きっかけは？

大学に入学し、当然、室内楽クラブに入り、

演奏を楽しんでいたのですが、三年生の時、

ビオラを弾く人がゼロになり、

指揮者に「おまえ、ビオラを弾け」と言われ、

部室にあった楽器をあてがわれ、始めました



講演会などで、会議通訳の仕事はストレスの大きい仕事だと思うが、ストレスはどう解消している？
とよく聞かれます。
確かに私の仕事は、脳みそがギリギリまで絞り上げられる様な緊張感のある仕事ではあります。

そんな中でも朗らかに生きていけるのは音楽でしょう。一つの事象で、これが私の人生を変えた！というのはありま
せんが、私と音楽の関わり合い方が私の人生の転換点で、その都度、私を慰め、励まし、鼓舞し、喜ばせ、癒し
てくれたの疑いのないところです

音楽に対するこだわりやエピソード

音楽が人生を変えた、インパクトあるエピソード

こだわり、と言える様なものはありません、というより、バイオリン／音楽は常に私の生活の一部となっていて、
それなしの生き方はありえない！という感じ。No Music, No Life ❣️
高校時代に、交換留学生としてアメリカに行った時も、当然の様にバイオリンを持っていき、高校のオケのコンミス
になり、高校生の弦楽器コンクールでも優勝し、とバイオリン／音楽は常に私の一部でした。

何らかの理由で聴くこと、弾くことができない日々が続くと、特にそれが辛い、というわけではないのですが、聴く、
弾くを再開すると、砂漠の砂に水が沁み込む様に、あ〜音楽…と音楽がなかった日々のつまらなさを実感します



日ごろは、どのようなお仕事をされているのですか

会議通訳をしています。日本語と英語が関わるあらゆる会議で通訳しています。

形式としては、ブースに入り、マイクに向かって話者の発言と同時に通訳をし、その音声がイヤホンを通して聞く人に

届く、という同時通訳と、話者のそばに座り、一定の区切りののちに通訳をする逐次通訳、

またその中間の様式として、通訳を必要とする人の耳に囁きながらほぼ同時に通訳する、囁き(ウイスパリング)通訳

というのがあります。すべての様式をこなします。

会議の内容は、大きいもので政府の会議であるG7やG20, APECなどの首脳会議や閣僚会議、国連をはじめとす

る国際機関関係の会議、官民のあらゆる会議、記者会見や要人随行、小さいものでは大家と店子の揉め事とい

うのがあったりします。

トピックも森羅万象が対象。政治・経済・金融・国際関係、芸術、芸能・スポーツ、宗教等々。偶に音楽家の通訳

という仕事もあります。ゲオルギフ、ドミンゴ、メータ、ヨーヨー・マなど。

印象に残るものとして、テレビの教育番組で、小学校のオケを世界的指揮者(チョン・ミョンフン)が指導する、という

企画の同時通訳の仕事があり、子供達は全員イヤホンを装着。チョンはベートーベンの運命を指導するのですが、

指揮者が歌う時が多々あり、(ここはこんなふうに歌うんだよ、♪♫♬〜と。) 私も同じ様に歌わざるを得ず、初めて

通訳ブースの中で歌いました！また、彼はバスケが好きで、オケ部員の小学生とバスケをやって、

「はい、パス、パス、こっち〜！」みたいな言葉も同時通訳…‥、これも初めての経験でした。



現在のお仕事につかれたきっかけは？

私が行っていた大学に、当時国内ではうちの大学(ICU)

にしかなかったのですが、同時通訳のクラスが正規の

授業としてありました。

まさか、一生の仕事になるとは思わず、ちょうど1964年、

東京オリンピック開催の年でもあり、アルバイトとしての

学生通訳が大量に募集され、面白そうだ、と応募して

運良く採用された、それがきっかけです。

高校時代、交換留学生としてアメリカの高校に一年行って

いたので、英語はそれなりに喋れたのです。



2012年5月20日～6月2日

The Asahi Shimbun GLOBEより抜粋

石原慎太郎は通訳が必要な場合、

まず長井を指名する。

「僕が興奮して早口になったり、憤ったりしても、

感情の起伏に完全に同調してついてくる。

気心が知れていて、『わかってねえな』 なんて

独り言も訳しちゃう。

とても頼りになる助っ人です。」



現在のお仕事のやりがいは？

私は、きっと子供の頃からお節介焼き。話が通じて

いない人がいたらなんとか繋いであげたい、と思って

いました。そんな自分にとって言葉が通じない、

例えば英語と日本語しか其々喋れない人がいたら、

そこに通訳者として 介在して話をつなげてあげたい、

と思うのは自然なことでした。ですからやりがいという

のは、仕事をしながら、この人たちが意思疎通がで

きているのは私が繋いでいるからだ……、

と実感できた時です。

所期の目的が達成され、意思疎通(コミュニケーショ

ン)が成ったと感じた時がやりがいを感じる時です。



東京2020

オリンピック・パラリンピック競技大会

安倍首相(当時)とバッハ会長



東京2020

オリンピック・パラリンピック競技大会

バッハ会長の通訳



仕事が忙しいので、趣味としての音楽をこなすだけで手一杯で、他の趣味は

ないです。音楽もカルテット、弦楽合奏、フルオケと色々あって、練習に追われ

ています。あえて言えば音楽以外の趣味といえば読書(あらゆるジャンルのもの

を読みます)、歴史番組の視聴でしょうか。

本当は映画も趣味に入れたいのですが、ほとんど見に行く時間がありません。

プライベートの過ごし方、
趣味などを教えてください



音楽〜特に私の場合は聴くことより弾くことを楽しんでいる〜は、私にとって生活そのものです。どんな影響やイン

スピレーションを受けたか、というより、私と音楽の関係は、作曲家と演奏家の関係に似ているなぁ、と思うことが

あります。曲を作った作曲家は芸術的に創造的なことをしているが、演奏家は楽譜をなぞって再現してるだけだ

から創造的ではない、なんていう人がいます。通訳者も自分の意見を発せず、オウム返しに言っているだけ。

創造的なところは何もないと良く言われます。

私は通訳者は演奏家である、と思います。演奏家の曲の表現が優れて創造的・音楽美に溢れたものになるよう

に、話者が何を喋るか、は話者が作り出すもので、作曲された曲の様なもの。それをどう演奏するか、聴く(聞く)

人にどう伝えるか、話者はどんな背景を持ってこういう発言をしているのか、をよくよく準備(練習)して、自分の持

てるスキルを駆使して、話者の思いに肉薄しつつ、よく伝わる様に工夫する。決してオウム返しの仕事ではない、

と思うのです。この様な考えは自分が音楽を生活の一部として体現している中で身についた様に思います。

最後に、音楽が仕事やプライベートに与える影響やインスピレーションなどお聞かせください



次回演奏会のお知らせ

第1774回 トヨタコミュニティコンサート
丸の内交響楽団 第28回 定期演奏会

【日時】 2022年10月9日（日）開演：13時30分／開場：12時30分

【会場】 すみだトリフォニーホール 錦糸町駅（JR総武線(北口)、東京メトロ半蔵門線(3番出口)

【指揮】 和田 一樹

【曲目】 A. ドヴォルザーク：序曲「謝肉祭」作品92

E. グリーグ：「ペールギュント」組曲から抜粋

F. シューベルト：交響曲 第8番 ハ長調「ザ･グレート」

※ 開演前にロビーコンサート、指揮者によるプレトークがあります）

【入場料】全席指定 1,000円（前売り：500円）

※ SDGsの取り組みとして、当日はご家庭にあるペットボトルキャップをご持参ください

※ 詳細は丸の内交響楽団の公式サイト、Facebookをご覧ください


